
2.12. 最⼤値・最⼩値から２次関数の決定（１） No1
 
1    関数 y = 2x - 4x + k - 1 0 ≦ x ≦ 3  の最⼤値が 7 であるとき定数 k の値を求めよ。( ) 2 ( )

  また、このときの最⼩値を求めよ。

 

2    関数 y = - x + 4lx - l + 5 2 ≦ x ≦ 4 の最⼩値が 3 であるとき、正の定数 l の値を( ) 2 ( )

  求めよ。
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2.12. 最⼤値・最⼩値から２次関数の決定（１） No1 解答
 
1    k = 2,  x = 1 で最⼩値 y = - 1( )

 

2    l =( )
14

15
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2.12. 最⼤値・最⼩値から２次関数の決定（１） No2
 
1    関数 y = - x - 2x + k - 3k -2 ≦ x ≦ 2  の最⼤値が - 1 であるとき( ) 2 2 ( )

  定数 k の値を求めよ。また、このときの最⼩値を求めよ。

 

2    関数 y = x - 6lx + 2l - 1 1 ≦ x ≦ 3 の最⼩値が - 2 であるとき、正の定数 l の値を( ) 2 ( )

  求めよ。
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2.12. 最⼤値・最⼩値から２次関数の決定（１） No2 解答
 
1    k = 1,  2,  x = 2 で最⼩値 y = - 10( )

 

2    l =( )
1 +

9

10
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